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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルと、
　前記液晶パネルに光を供給し、各発光ブロックに含まれる発光素子に流れる電流のピー
ク値が動作モードに応じて調節される多数の発光ブロックとを備え、
　前記液晶パネルは前記各発光ブロックと対応するように多数の表示ブロックで区分され
、前記各発光ブロックの輝度は前記各表示ブロックに表示される映像に応じて制御され、
　前記多数の発光ブロックが少なくとも一つの発光ブロックを含む多数の発光グループに
区分されて制御される時、
　前記多数の発光ブロックの輝度を制御する制御信号の一フレームは、第１動作モード時
には少なくとも一つの発光グループがターンオフされる区間を含み、第２動作モード時に
は前記発光グループがターンオフされる区間を含まず、
　前記発光素子に流れる電流のピーク値は、前記第１動作モードで前記第２動作モードよ
り大きく、
　前記第１動作モードでは第１基準電圧を供給し、前記第２動作モードでは該第１基準電
圧の電圧レベルより低い電圧レベルの第２基準電圧を供給する電圧供給部と、
　前記第１基準電圧又は前記第２基準電圧の入力を受け、前記発光素子に流れる電流のピ
ーク値が前記第１動作モード時のほうが前記第２動作モード時より大きくなるように調節
するバックライトドライバとを更に備え、
　前記バックライトドライバは、前記発光素子に流れる電流の大きさを検出して該電流の
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大きさに対応する電圧レベルの検出電圧を出力し、
　前記検出電圧の電圧レベルが前記第１基準電圧又は前記第２基準電圧の電圧レベルより
低い場合、前記電流のピーク値を増加させ、前記検出電圧の電圧レベルが前記第１基準電
圧又は前記第２基準電圧の電圧レベルより高い場合、前記電流のピーク値を減少させるこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記多数の発光ブロックは行列形態で配列され、前記各発光グループは該行列の行（ｒ
ｏｗ）であり、
　前記第１動作モード時に前記各行が順次的にターンオフされることを特徴とする請求項
１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記バックライトドライバは、前記発光素子に流れる電流の大きさを検出して該電流の
大きさに対応する電圧レベルの検出電圧を出力する電流検出部と、
　前記検出電圧と前記第１基準電圧又は前記第２基準電圧とを比較する比較器と、
　前記比較結果によって前記電流のピーク値を調節するスイッチング部と、を含むことを
特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記電圧供給部は、
　入力電圧が印加される入力ノードと前記第１基準電圧又は前記第２基準電圧が出力され
る出力ノードとの間に連結された第１抵抗と、
　前記入力ノードとグラウンドとの間に連結され、動作モード信号に応じて前記入力ノー
ドと前記グラウンドとの間の抵抗値を調節して前記出力ノードの電圧を調節する電圧調節
部と、を含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記電圧調節部は、
　前記出力ノードとグラウンドとの間に連結されたシャントレギュレータと、
　前記出力ノードと前記シャントレギュレータの基準端子との間に連結された第２抵抗と
、
　前記基準端子と前記グラウンドとの間に連結されて動作モード信号に応じて可変される
抵抗値を有し、該抵抗値が前記第１動作モードで前記第２動作モードより小さい可変抵抗
部と、を含み、
　前記可変抵抗部は、第１レベルの前記動作モード信号に応答してイネーブルされ前記抵
抗値を減少させ、第２レベルの前記動作モード信号に応答してディセーブルされ前記抵抗
値を増加させるスイッチング素子を含むことを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関するものである。
 
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、画素電極が具備される第１表示板、共通電極が具備される第２表示板
、第１表示板と第２表示板との間に注入された誘電率異方性（ｄｉｅｌｅｃｔｒｉｃ　ａ
ｎｉｓｏｔｒｏｐｙ）を有する液晶層を有する液晶パネルを含む。画素電極と共通電極の
間に電界が形成され、この電界の強さが調節されることによって液晶パネルを透過する光
の量が制御されて所望の画像が表示される。液晶表示装置は自体が発光型表示装置ではな
いため、多数の発光ブロックを含む。
【０００３】
　最近では表示品質を向上させるために液晶パネルに表示される映像に応じて発光ブロッ
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ク単位で輝度を制御する技術が開発されているが、未だ表示品質の面で問題点がある。
【特許文献１】韓国公開番号２００７－００１９４６５号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで、本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたもので、本発明の目的は、表示
品質を向上させることができる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一特徴による液晶表示装置は、液晶パネル
と、前記液晶パネルに光を供給し、各発光ブロックに含まれる発光素子に流れる電流のピ
ーク値が動作モードに応じて調節される多数の発光ブロックとを備え、前記液晶パネルは
前記各発光ブロックと対応するように多数の表示ブロックで区分され、前記各発光ブロッ
クの輝度は前記各表示ブロックに表示される映像に応じて制御され、前記多数の発光ブロ
ックが少なくとも一つの発光ブロックを含む多数の発光グループに区分されて制御される
時、前記多数の発光ブロックの輝度を制御する制御信号の一フレームは、第１動作モード
時には少なくとも一つの発光グループがターンオフされる区間を含み、第２動作モード時
には前記発光グループがターンオフされる区間を含まず、前記発光素子に流れる電流のピ
ーク値は、前記第１動作モードで前記第２動作モードより大きく、前記第１動作モードで
は第１基準電圧を供給し、前記第２動作モードでは該第１基準電圧の電圧レベルより低い
電圧レベルの第２基準電圧を供給する電圧供給部と、前記第１基準電圧又は前記第２基準
電圧の入力を受け、前記発光素子に流れる電流のピーク値が前記第１動作モード時のほう
が前記第２動作モード時より大きくなるように調節するバックライトドライバとを更に備
え、前記バックライトドライバは、前記発光素子に流れる電流の大きさを検出して該電流
の大きさに対応する電圧レベルの検出電圧を出力し、前記検出電圧の電圧レベルが前記第
１基準電圧又は前記第２基準電圧の電圧レベルより低い場合、前記電流のピーク値を増加
させ、前記検出電圧の電圧レベルが前記第１基準電圧又は前記第２基準電圧の電圧レベル
より高い場合、前記電流のピーク値を減少させることを特徴とする。
 
 
【０００８】
　前記多数の発光ブロックは行列形態で配列され、前記各発光グループは該行列の行（ｒ
ｏｗ）であり、前記第１動作モード時に前記各行が順次的にターンオフされ得る。
　前記バックライトドライバは、前記発光素子に流れる電流の大きさを検出して該電流の
大きさに対応する電圧レベルの検出電圧を出力する電流検出部と、前記検出電圧と前記第
１基準電圧又は前記第２基準電圧とを比較する比較器と、前記比較結果によって前記電流
のピーク値を調節するスイッチング部と、を含み得る。
　前記電圧供給部は、入力電圧が印加される入力ノードと前記第１基準電圧又は前記第２
基準電圧が出力される出力ノードとの間に連結された第１抵抗と、前記入力ノードとグラ
ウンドとの間に連結され、動作モード信号に応じて前記入力ノードと前記グラウンドとの
間の抵抗値を調節して前記出力ノードの電圧を調節する電圧調節部と、を含み得る。
　前記電圧調節部は、前記出力ノードとグラウンドとの間に連結されたシャントレギュレ
ータと、前記出力ノードと前記シャントレギュレータの基準端子との間に連結された第２
抵抗と、前記基準端子と前記グラウンドとの間に連結されて動作モード信号に応じて可変
される抵抗値を有し、該抵抗値が前記第１動作モードで前記第２動作モードより小さい可
変抵抗部と、を含み、前記可変抵抗部は、第１レベルの前記動作モード信号に応答してイ
ネーブルされ前記抵抗値を減少させ、第２レベルの前記動作モード信号に応答してディセ
ーブルされ前記抵抗値を増加させるスイッチング素子を含み得る。
 
【００１０】
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　その他の特徴の具体的な事項は、以下に述べる詳細な説明及び図に含まれる。
【発明の効果】
【００１１】
　このような液晶表示装置によれば、表示品質を向上させることができる。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の利点及び特徴、そしてそれらを達成する方法は、図面と共に詳細に後述する実
施形態を参照すれば明確になる。しかし本発明は以下で開示される実施形態に限定される
ものではなく、異なる多様な形態で具現することができ、単に本実施形態は、本発明の開
示が完全になるように、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に発明の範疇を
完全に知らせるために提供されるものである。明細書全体において、同一参照符号は同一
構成要素を示す。
【００１３】
　一つの素子（ｅｌｅｍｅｎｔｓ）が他の素子と“連結された（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　ｔ
ｏ）”又は“カップリングされた（ｃｏｕｐｌｅｄ　ｔｏ）”と指称することは、他の素
子と直接連結又はカップリングされた場合、或いは中間に他の素子を介在した場合をすべ
て含む。反面、一つの素子が異なる素子と“直接連結された（ｄｉｒｅｃｔｌｙ　ｃｏｎ
ｎｅｃｔｅｄ　ｔｏ）”又は“直接カップリングされた（ｄｉｒｅｃｔｌｙ　ｃｏｕｐｌ
ｅｄ　ｔｏ）”と指称することは中間に他の素子を介在しないことを表す。明細書全体に
おいて、同一参照符号は同一構成要素を示す。“及び／又は”は言及されたアイテムの各
々及び一つ以上のすべての組合せを含む。
【００１４】
　たとえ、第１、第２等が多様な素子、構成要素及び／又はセクションを叙述するために
使用されても、これら素子、構成要素及び／又はセクションはこれら用語によって制限さ
れないことはもちろんである。これらの用語は単に一つの素子、構成要素或いはセクショ
ンを他の素子、構成要素又はセクションと区別するために使用するものである。従って、
以下で言及される第１素子、第１構成要素又は第１セクションは本発明の技術的思想内で
第２素子、第２構成要素又は第２セクションであり得ることはもちろんである。
【００１５】
　本明細書で使用された用語は実施形態を説明するためのものであり、本発明を制限しよ
うとするものではない。本明細書で、単数型は文句で特別に言及しない限り複数型も含む
。明細書で使用される“含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ又はｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）”は言及
された構成要素、段階、動作及び／又は素子は一つ以上の他の構成要素、段階、動作及び
／又は素子の存在或いは追加を排除しない。
【００１６】
　他の定義がなければ、本明細書で使用されるすべての用語（技術及び科学的用語を含む
）は本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に共通に理解され得る意味で使用さ
れ得るものである。また一般的に使用される辞典に定義されている用語は明白に特別に定
義されていない限り理想的に又は過度に解釈されない。
【００１７】
　以下、本発明の液晶表示装置及びその駆動方法を実施するための最良の形態の具体例を
、図面を参照しながら詳細に説明する。
　先ず、図１乃至図１０を参照して、本発明の一実施形態による液晶表示装置及びその駆
動方法を説明する。図１は、本発明の一実施形態による液晶表示装置及びその駆動方法を
説明するためのブロック図であり、図２は、一画素の等価回路図であり、図３は、図１の
発光ブロックの配列形態と発光ブロック及びバックライトドライバの連結関係を説明する
ためのブロック図であり、図４は、第２動作モードで多数の発光ブロックの動作を説明す
るための概念図であり、図５は、第２動作モードで各発光ブロックの動作を説明するため
のタイミング図であり、図６は、第１動作モードで多数の発光ブロックの動作を説明する
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ための概念図であり、図７は、第１動作モードで各発光ブロックの動作を説明するための
タイミング図であり、図８は、図１の電圧供給部を説明するための回路図であり、図９は
、図８の可変抵抗部を説明するための回路図であり、図１０は、図１のバックライトドラ
イバを説明するための回路図である。
【００１８】
　図１を参照すれば、液晶表示装置１０は、液晶パネル３００、ゲートドライバ４００、
データドライバ５００、タイミングコントローラ７００、第１乃至第ｍバックライトドラ
イバ８００＿１～８００＿ｍ、及び第１乃至第ｍバックライトドライバ８００＿１～８０
０＿ｍの各々に連結された発光ブロック（ＬＢ）を含む。ここでタイミングコントローラ
７００は機能的に第１タイミングコントローラ６００＿１と第２タイミングコントローラ
６００＿２に区分され得る。第１タイミングコントローラ６００＿１は液晶パネル３００
に表示される映像を制御し、第２タイミングコントローラ６００＿２は第１乃至第ｍバッ
クライトドライバ８００＿１～８００＿ｍを制御することができる。第１タイミングコン
トローラ６００＿１と第２タイミングコントローラ６００＿２は物理的に分離することも
できる。
【００１９】
　液晶パネル３００は多数の表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に区分される。例
えば多数の表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））は（ｎ×ｍ）行列形態で配列され、
多数の発光ブロック（ＬＢ）と対応することができる。各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（
ｎ×ｍ））は多数の画素を含む。液晶パネル３００は多数のゲートライン（Ｇ１－Ｇｋ）
と多数のデータライン（Ｄ１～Ｄｊ）を含む。
【００２０】
　図２に一画素に対する等価回路が示されている。画素（ＰＸ）、例えばｆ番目（ｆ＝１
～ｋ）ゲートライン（Ｇｆ）とｇ番目（ｇ＝１～ｊ）データライン（Ｄｇ）に連結された
画素（ＰＸ）は、ゲートライン（Ｇｆ）及びデータライン（Ｄｇ）に連結されたスイッチ
ング素子（Ｑｐ）と、これに連結された液晶キャパシタ（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ
　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）（Ｃｌｃ）及び維持キャパシタ（ｓｔｏｒａｇｅ　ｃａｐａｃｉ
ｔｏｒ）（Ｃｓｔ）を含む。液晶キャパシタ（Ｃｌｃ）は第１表示板１００の画素電極（
ＰＥ）と、第２表示板２００の共通電極（ＣＥ）、及びその間の液晶１５０を含んで構成
される。共通電極（ＣＥ）の一部には色フィルタ（ＣＦ）が形成されている。
【００２１】
　ゲートドライバ４００は第１タイミングコントローラ６００＿１からゲート制御信号（
ＣＯＮＴ２）が供給されてゲート信号をゲートライン（Ｇ１～Ｇｋ）に印加する。ここで
ゲート信号はゲートオン／オフ電圧発生部（図示せず）から供給されたゲートオン電圧（
Ｖｏｎ）とゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）の組合せから成る。ゲート制御信号（ＣＯＮＴ２
）は、ゲートドライバ４００の動作を制御するための信号であって、ゲートドライバ４０
０の動作を開始する垂直開始信号、ゲートオン電圧の出力時期を決定するゲートクロック
信号及びゲートオン電圧のパルス幅を決定する出力イネーブル信号などを含み得る。
【００２２】
　データドライバ５００は第１タイミングコントローラ６００＿１からデータ制御信号（
ＣＯＮＴ１）が供給されて映像データ電圧をデータライン（Ｄ１～Ｄｊ）に印加する。デ
ータ制御信号（ＣＯＮＴ１）はＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）に対応する映像データ
信号及びデータドライバ５００の動作を制御する信号を含む。データドライバ５００の動
作を制御する信号はデータドライバ５００の動作を開始する水平開始信号及び映像データ
電圧の出力を指示する出力指示信号などを含み得る
【００２３】
　ゲートドライバ４００又はデータドライバ５００は、可撓性印刷回路フィルム（ｆｌｅ
ｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｆｉｌｍ）（図示せず）の上に装着され
て、テープキャリアパッケージ（ｔａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐａｃｋａｇｅ）の形態で
液晶パネル３００に付着することもできる。これとは異なり、ゲートドライバ４００又は
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データドライバ５００は表示信号線（Ｇ１－Ｇｋ、Ｄ１～Ｄｊ）とスイッチング素子（Ｑ
ｐ）などと一緒に液晶パネル３００に集積することもできる。
【００２４】
　タイミングコントローラ７００は、Ｒ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及びこれらの表
示を制御する外部制御信号（Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、Ｍｃｌｋ、ＤＥ）の入力を受けて
データ制御信号（ＣＯＮＴ１）、ゲート制御信号（ＣＯＮＴ２）及び光データ信号（ＬＤ
ＡＴ）を出力する。タイミングコントローラ７００は各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ
×ｍ））が表示する映像に対応して光データ信号（ＬＤＡＴ）を供給することができる。
即ち、タイミングコントローラ７００は各発光ブロックが各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ
（ｎ×ｍ））が表示する映像に応じて制御されるように光データ信号（ＬＤＡＴ）を供給
することができる。
【００２５】
　更に具体的に説明すれば、第１タイミングコントローラ６００＿１は外部のグラフィッ
ク制御機（図示せず）からＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及びこれらの表示を制御す
る外部制御信号（Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、Ｍｃｌｋ、ＤＥ）を受信する。Ｒ、Ｇ、Ｂ映
像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及び制御信号（Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、Ｍｃｌｋ、ＤＥ）に基づ
いてデータ制御信号（ＣＯＮＴ１）及びゲート制御信号（ＣＯＮＴ２）を生成する。外部
制御信号の例としては垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）と水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、メイ
ンクロック信号（Ｍｃｌｋ）、データイネーブル信号（ＤＥ）等がある。
【００２６】
　また第１タイミングコントローラ６００＿１は、第２タイミングコントローラ６００＿
２が各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））が表示する映像に対応する光データ信号
（ＬＤＡＴ）を出力するように各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する代
表映像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を第２タイミングコントローラ６００＿
２に供給する。即ち、第１タイミングコントローラ６００＿１はＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ
、Ｇ、Ｂ）の入力を受け、各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する代表映
像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））を決定し、第２タイミングコントローラ６０
０＿２に供給する。ここで各代表映像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））は各表示
ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に供給されるＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の
代表値であり得る。例えば、第１タイミングコントローラ６００＿１は、第１表示ブロッ
ク（ＤＢ１）に供給されるＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の入力を受け、第１表示ブ
ロック（ＤＢ１）に供給されるＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の代表値である代表映
像信号（ＲＲ＿ＤＢ１）を決定し、第２タイミングコントローラ６００＿２に出力する。
次に、第１タイミングコントローラ６００＿１は、第２表示ブロック（ＤＢ２）に供給さ
れるＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の入力を受け、第２表示ブロック（ＤＢ２）に供
給されるＲ、Ｇ、Ｂ映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の代表値である代表映像信号（ＲＲ＿ＤＢ２
）を決定し、第２タイミングコントローラ６００＿２に出力する。
【００２７】
　このような方法で、第１タイミングコントローラ６００＿１は、多数の表示ブロック（
ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に各々対応する代表映像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ
））を決定し、第２タイミングコントローラ６００＿２に出力する。ここで各表示ブロッ
ク（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する代表映像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ
））は各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に供給されるＲ、Ｇ、Ｂ信号（Ｒ、Ｇ
、Ｂ）の平均値であり得る。又は各代表映像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））は
各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に供給されるＲ、Ｇ、Ｂ信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
の最大値であり得る。但し、第１タイミングコントローラ６００＿１が表示ブロック（Ｄ
Ｂ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））に各々対応する代表映像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ）
）を決定する方法はこれに限定されない。
【００２８】
　第２タイミングコントローラ６００＿２は、代表映像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ
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×ｍ））が供給されて各代表映像信号（Ｒ＿ＤＢ１～Ｒ＿ＤＢ（ｎ×ｍ））に対応する光
データ信号（ＬＤＡＴ）を第１乃至第ｍバックライトドライバ８００＿１～８００＿ｍに
供給する。ここで光データ信号（ＬＤＡＴ）は、上述したように、各表示ブロック（ＤＢ
１～ＤＢ（ｎ×ｍ））が表示する映像に対応する信号であり得る。このような光データ信
号（ＬＤＡＴ）はシリアルバス（ＳＢ）によって各バックライトドライバ８００＿１～８
００＿ｍに供給することができる。
【００２９】
　電圧供給部９００は、第１動作モードで第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）を供給し、第２動
作モードで第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）を供給する。第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）の電圧
レベルは第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）レベルより高く設定され得る。このような電圧供給
部９００は、外部から動作モード信号（ＭＯＤＥ）の入力を受け、動作モード信号（ＭＯ
ＤＥ）に応答して第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）又は第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）を供給す
る。動作モード信号（ＭＯＤＥ）は発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））が第１動作
モードで動作するのか又は第２動作モードで動作するのかを指示する信号であり得る。こ
のような動作モード信号（ＭＯＤＥ）は第１タイミングコントローラ６００＿１又は第２
タイミングコントローラ６００＿２から供給され得る。このような電圧供給部９００の動
作及び内部回路は図８及び図９を参照して後述する。
【００３０】
　各バックライトドライバ８００＿１～８００＿ｍは、第１動作モードで第１基準電圧（
Ｖｒｅｆ１）の入力を受け、第２動作モードで第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）の入力を受け
、光データ信号（ＬＤＡＴ）に応答して各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝
度を制御する。このような各バックライトドライバ８００＿１～８００＿ｍの動作及び内
部回路は図１０を参照して後述する。
【００３１】
　多数の発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））は、例えば図３に示したように配列す
ることができる。即ち、各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））は各表示ブロック（
ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））と対応するように（ｎ×ｍ）行列形態で配列することができる
。図４及び図５には、ｎ＝ｍ＝８である場合が例として示されている。各発光ブロック（
ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））は、発光素子（ＬＥＤ）、例えば発光ダイオードを含む。例え
ば、バックライトドライバ８００＿１～８００＿ｍはｍ個であり、各バックライトドライ
バ８００＿１～８００＿ｍは、発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の列（ｃｏｌｕ
ｍｎ）と連結され、各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度を制御することが
できる。このような多数の発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の動作は第１動作モ
ードと第２動作モードに区分され得る。多数の発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））
が少なくとも一つの発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））を含む多数の発光グループ
に区分されて制御される時、第１動作モードで制御信号の一フレームは少なくとも一つの
発光グループがターンオフされる区間を含み、第２動作モードで一フレームは発光グルー
プがターンオフされる区間を含まない。例をあげれば、各発光グループは多数の発光ブロ
ック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の行（ｒｏｗ）（ＲＯＷ１～ＲＯＷ８）であり得、第１
動作モードで一フレームは少なくとも一つの行がターンオフされる区間を含み、第２動作
モードで一フレームの行がターンオフされる区間を含まない。第１動作モードで発光素子
（ＬＥＤ）に流れる電流のピーク値は第２動作モードで発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流
のピーク値より大きく設定され得る。
【００３２】
　次に、各動作モードによる発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の動作を説明する
。説明の便宜上、先ず、図４及び図５を参照して第２動作モードでの多数の発光ブロック
（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の動作を説明する。
【００３３】
　図４に各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度が示されている。上述したよ
うに、タイミングコントローラ７００が各表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））の代
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表映像信号に対応する光データ信号（ＬＤＡＴ）をバックライトドライバ８００＿１～８
００＿ｍに供給するため、各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度は表示ブロ
ック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））が表示する映像に応じて制御される。例えば、図４に示
したように、各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））ごとに輝度が異なることもあり
得る。
【００３４】
　図４に示したような各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度を制御する一つ
の方法が図５に示されている。図５には、一フレームの間に第１発光ブロック（ＬＢ１）
乃至第８発光ブロック（ＬＢ８）の発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流が示されている。各
発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流はパルス幅変調（Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌ
ａｔｉｏｎ、以下「ＰＷＭ」という。）信号であり得る。即ち、一周期（Ｔ＿Ｐ）の間各
発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流のピーク値
（Ｉｐｅａｋ＿２）はすべて同一であるが、電流が流れる時間が異なる。例えば、第１発
光ブロック（ＬＢ１）及び第８発光ブロック（ＬＢ８）の各発光素子（ＬＥＤ）に流れる
電流のピーク値（Ｉｐｅａｋ＿２）は同一であるが、一周期（Ｔ＿Ｐ）の間に第１発光ブ
ロック（ＬＢ１）の発光素子（ＬＥＤ）に電流が流れる時間は第８発光ブロック（ＬＢ８
）の発光素子（ＬＥＤ）に電流が流れる時間より短い。従って第１発光ブロック（ＬＢ１
）の輝度は第８発光ブロック（ＬＢ８）の輝度より低くなる。整理して説明すれば、各発
光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度は、一周期（Ｔ＿Ｐ）当たり各発光ブロッ
ク（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の発光素子（ＬＥＤ）に電流が流れる時間、即ちデューテ
ィ比（ｄｕｔｙ　ｒａｔｉｏ）によって決定され、デューティ比（ｄｕｔｙ　ｒａｔｉｏ
）は光データ信号（ＬＤＡＴ）によって決定される。このような第２動作モードで、各発
光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））は個別的に動作する。一フレームの間に発光グル
ープ、例えば多数の発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の行（ＲＯＷ１～ＲＯＷ８
）がターンオフされる区間が存在しない。
【００３５】
　次に、図６及び図７を参照して、第１動作モードでの多数の発光ブロック（ＬＢ１～Ｌ
Ｂ（ｎ×ｍ））の動作を説明する。
【００３６】
　図６に、時間に応じた各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝度が示されてい
る。黒色が塗られていない発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））は上述した第２動作
モードと同じように動作する。即ち、黒色が塗られていない発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ
（ｎ×ｍ））の輝度は対応する表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））が表示する映像
に応じて制御される。黒色が塗られた発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））は各時間
ターンオフされていることを意味する。即ち、第１動作モードで少なくとも一つの発光グ
ループ、例えば８個の行（ＲＯＷ１～ＲＯＷ８）のうち５個の行がターンオフされる区間
が存在する。
【００３７】
　図７には、一つの発光グループが行である場合、各行の発光素子（ＬＥＤ）に流れる電
流（Ｉ＿ＲＯＷ１～Ｉ＿ＲＯＷ８）が示されている。図６及び図７を参照して、第１動作
モードに対して更に具体的に説明すれば、第１時間（Ｔ１）で、発光ブロック（ＬＢ１～
ＬＢ（ｎ×ｍ））の第１行（ＲＯＷ１）、第７行（ＲＯＷ７）及び第８行（ＲＯＷ８）は
、上述した第２動作モードでのように、光データ信号（ＬＤＡＴ）に応じて輝度が制御さ
れ、第２乃至第６行（ＲＯＷ２～ＲＯＷ６）はターンオフされる。次に第２時間（Ｔ２）
で、第１行（ＲＯＷ１）、第２行（ＲＯＷ２）及び第８行（ＲＯＷ８）は光データ信号（
ＬＤＡＴ）に応じ輝度が制御され、第３乃至第７行（ＲＯＷ３～ＲＯＷ７）はターンオフ
される。次に第８時間（Ｔ８）で、第６乃至第８行（ＲＯＷ６～ＲＯＷ８）は光データ信
号（ＬＤＡＴ）に応じて輝度が制御され、第１乃至第５行（ＲＯＷ１～ＲＯＷ５）はター
ンオフされる。即ち、第１動作モード時に一フレームは少なくとも一つの行がターンオフ
される区間（Ｐ＿ＯＦＦ）を含む。また、各行（ＲＯＷ１～ＲＯＷ８）は順次にターンオ
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フされる。このように少なくとも一つの行がターンオフされる区間（Ｐ＿ＯＦＦ）が存在
すれば、その区間（Ｐ＿ＯＦＦ）の間にターンオフされる発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（
ｎ×ｍ））に対応する表示ブロック（ＤＢ１～ＤＢ（ｎ×ｍ））はブラック映像を表示す
る。このような場合、液晶表示装置１０は毎フレームの間ごとにブラック映像を表示する
ＣＲＴのように動作することができる。このような方法で映像が表示される場合、映像の
残像現象が減る。即ち、スポーツ映像のようにダイナミックな動画が表示される場合、上
述した方法で発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））が作動すれば表示品質が向上する
。
【００３８】
　ここで、一フレームのうちターンオフされない区間では、各発光ブロック（ＬＢ１～Ｌ
Ｂ（ｎ×ｍ））は光データ信号（ＬＤＡＴ）に応じて輝度が制御される。例えば、第１行
（ＲＯＷ１）は、一フレーム中ターンオフされる区間（Ｐ＿ＯＦＦ）を除いて、第１時間
乃至第３時間（Ｔ１～Ｔ３）の間、データ信号（ＬＤＡＴ）に応じて輝度が制御される。
この時、各行（ＲＯＷ１～ＲＯＷ８）の電流（Ｉ＿ＲＯＷ１～Ｉ＿ＲＯＷ８）のピーク値
（Ｉｐｅａｋ＿１）は第２動作モードでの電流のピーク値（Ｉｐｅａｋ＿２）より大きい
。第１動作モードで少なくとも一つの行がターンオフされる区間（Ｐ＿ＯＦＦ）が存在す
るため、図５と図７から分かるように、第１動作モードで各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ
（ｎ×ｍ））から光が出力される時間が減るようになる。しかし各行（ＲＯＷ１～ＲＯＷ
８）の電流（Ｉ＿ＲＯＷ１～Ｉ＿ＲＯＷ８）のピーク値（Ｉｐｅａｋ＿１）は第２動作モ
ードでの電流のピーク値（Ｉｐｅａｋ＿２）より大きいため、第１動作モードでの発光ブ
ロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））全体の輝度が第２動作モードでの発光ブロック（ＬＢ
１～ＬＢ（ｎ×ｍ））全体の輝度より低くならない。
【００３９】
　整理して説明すれば、一フレームのうち一定時間の間少なくとも一つの発光グループが
ターンオフされれば、スポーツ映像のようにダイナミックな動画が表示される場合、映像
の残像現象が減る。このような第１動作モードで各発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流のピ
ーク値（Ｉｐｅａｋ＿１）を増加させて発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））全体の
輝度低下を防止することができる。
【００４０】
　但し、本発明は上述した内容に限定されない。即ち、第１動作モードで、各発光グルー
プは、発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の縦列（ＣＯＬ１～ＣＯＬ８）であり得
、図７に示したように各発光グループが順次にターンオフされず、同時にターンオフされ
得る。また上述した第２動作モードで、各発光ブロック（ＬＢ１～ＬＢ（ｎ×ｍ））の輝
度はデューティ比（ｄｕｔｙ　ｒａｔｉｏ）に応じて制御されるものを例にあげて説明し
たが、本発明はこれに限定されず、各発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流の大きさに応じて
制御することもできる。
【００４１】
　次に、図８乃至図１０を参照し、第２動作モードよりは第１動作モードで高いピーク値
（Ｉｐｅａｋ＿１）を有する電流が発光素子（ＬＥＤ）に供給される過程を詳細に説明す
る。先ず、図８を参照し、図１の電圧供給部９００に対して説明する。
【００４２】
　図８を参照すれば、電圧供給部９００は、入力電圧（Ｖｃｃ）が印加される入力ノード
（Ｎ１）と第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）又は第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）が出力される出
力ノード（Ｎ２）の間に連結された第１抵抗（Ｒ１）と、入力ノード（Ｎ１）とグラウン
ドの間に連結された電圧調節部であって、動作モード信号に応じ入力ノード（Ｎ１）とグ
ラウンドの間の抵抗値を調節して出力ノード（Ｎ２）の電圧を調節する電圧調節部を含む
。ここで電圧調節部は、例えば出力ノード（Ｎ２）とグラウンドの間に連結されたシャン
トレギュレータ（Ｚ）と、出力ノード（Ｎ２）とシャントレギュレータ（Ｚ）の基準端子
（Ｎ３）の間に連結された第２抵抗（Ｒ２）と、基準端子（Ｎ３）とグラウンドの間に連
結され、動作モード信号（ＭＯＤＥ）に応じて可変される抵抗値を有する可変抵抗部９１
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０を含み得る。可変抵抗部９１０の抵抗値は、第２動作モードよりは第１動作モードでよ
り小さい。例えば、可変抵抗部９１０の抵抗値は、第１動作モードを指示する第１レベル
の動作モード信号（ＭＯＤＥ）が入力されれば減少し、第２動作モードを指示する第２レ
ベルの動作モード信号（ＭＯＤＥ）が入力されれば増加する。
【００４３】
　基準端子（Ｎ３）の電圧をＶＮ３とし、出力ノード（Ｎ２）の電圧をＶＮ２とし、可変
抵抗部９１０の抵抗値をＲｔとすれば、出力ノード（Ｎ２）の電圧ＶＮ２は下記の数式１
で表現される。
　　〔数式１〕
　ＶＮ２＝ＶＮ３×（１＋Ｒ２／Ｒｔ）
【００４４】
　数式１で分かるように、可変抵抗部９１０の抵抗値Ｒｔが減少すれば出力ノード（Ｎ２
）の電圧ＶＮ２が大きくなり、可変抵抗部９１０の抵抗値Ｒｔが増加すれば出力ノード（
Ｎ２）の電圧ＶＮ２が小さくなる。整理して説明すれば、第１動作モードを指示する第１
レベルの動作モード信号（ＭＯＤＥ）が供給されれば可変抵抗部９１０の抵抗値が減少し
、電圧供給部９００は出力ノード（Ｎ２）によって第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）を出力す
る。第２動作モードを指示する第２レベルの動作モード信号（ＭＯＤＥ）が供給されてい
れば可変抵抗部９１０の抵抗値は増加し、電圧供給部９００は出力ノード（Ｎ２）によっ
て第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）を出力する。ここで第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）の電圧レ
ベルは第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）の電圧レベルより高い。
【００４５】
　このような可変抵抗部９１０の一例が図９に示されている。図９を参照すれば、可変抵
抗部９１０は多数の抵抗（Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６）とトランジスタ（Ｔ）を含む。トラ
ンジスタ（Ｔ）はハイポーラ接合トランジスタ（Ｂｉｐｏｌａｒ　Ｊｕｎｃｔｉｏｎ　Ｔ
ｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＢＪＴ）であり得る。
【００４６】
　動作を説明すれば、第２動作モードを指示するローレベルの動作モード信号（ＭＯＤＥ
）が入力されればトランジスタ（Ｔ）はディセーブルされる。従って可変抵抗部９１０の
抵抗値はＲ３となる。第１動作モードを指示するハイレベルの動作モード信号（ＭＯＤＥ
）が入力されればトランジスタ（Ｔ）はイネーブルされて第４抵抗（Ｒ４）の一端をグラ
ウンドに接続させる。従って第４抵抗（Ｒ４）は第３抵抗（Ｒ３）と並列に連結され、可
変抵抗部９１０の抵抗値はＲ３×Ｒ４／（Ｒ３＋Ｒ４）となる。即ち、可変抵抗部９１０
の抵抗値をＲｔといえば、第１動作モード時にはＲｔ＝Ｒ３×Ｒ４／（Ｒ３＋Ｒ４）とな
り、第２動作モード時にはＲｔ＝Ｒ３となる。従って可変抵抗部９１０の抵抗値Ｒｔは第
２動作モードよりは第１動作モードでより小さくなる。
【００４７】
　但し、電圧調節部はシャントレギュレータ（Ｚ）を含まない構成も可能であり、多様な
形態の回路で具現することができる。また、可変抵抗部９１０は、図９に示したものに限
定されず、第１動作モードを指示する第１レベルの動作モード信号（ＭＯＤＥ）が入力さ
れれば減少し、第２動作モードを指示する第２レベルの動作モード信号（ＭＯＤＥ）が入
力されれば増加する抵抗値を有する回路であり得る。
【００４８】
　図１０を参照して図１のバックライトドライバ８００＿１～８００＿ｍを説明する。説
明の便宜上第１バックライトドライバ８００＿１が第１発光ブロック（ＬＢ１）を制御す
るものを例にあげて説明する。
【００４９】
　図１０を参照すれば、バックライトドライバ８００＿１は、電流検出部８１０と、比較
器８２０、スイッチング部８３０、及び受動素子（Ｄ、Ｌ）を含む。このようなバックラ
イトドライバ８００＿１は、発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流の大きさを検出して電流の
大きさに対応する電圧レベルの検出電圧（Ｖｄ）を出力し、検出電圧（Ｖｄ）の電圧レベ
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ルが第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）又は第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）の電圧レベルより低い
場合に電流のピーク値を増加させ、検出電圧（Ｖｄ）の電圧レベルが第１基準電圧（Ｖｒ
ｅｆ１）又は第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）の電圧レベルより高い場合に電流のピーク値を
減少させる。
【００５０】
　更に具体的に説明すれば、スイッチング部８３０のスイッチング素子（ＳＷ）がターン
オンされれば、電源電圧（Ｖｉｎ）から電流が発光素子（ＬＥＤ）に供給され、この電流
が発光素子（ＬＥＤ）及びインダクタ（Ｌ）を経由して電流検出部８１０に流れる。この
時インダクタ（Ｌ）には電流によるエネルギーが保存される。スイッチング部８３０のス
イッチング素子（ＳＷ）がターンオフされれば、発光素子（ＬＥＤ）、インダクタ（Ｌ）
及びダイオード（Ｄ）が閉回路を形成して電流が流れるようになる。この時、インダクタ
（Ｌ）に保存されたエネルギーが放電されつつ電流が減少する。即ち、スイッチング部８
３０のスイッチング素子（ＳＷ）がターンオンされれば、電流が徐々に増加して所定のピ
ーク値を有し、スイッチング部８３０のスイッチング素子（ＳＷ）がターンオフされれば
、電流が徐々に減少して流れなくなる。
【００５１】
　電流検出部８１０は、スイッチング部８３０のスイッチング素子（ＳＷ）がターンオン
されている間、発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流の大きさを検出して電流の大きさに対応
する電圧レベルの検出電圧（Ｖｄ）を出力する。このような電流検出部８１０は抵抗（Ｒ
Ｄ）を含み得る。
【００５２】
　比較器８２０は、第１動作モードで第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）と検出電圧（Ｖｄ）を
比較し、その比較結果をスイッチング部８３０に供給する。第１動作モードで第１基準電
圧（Ｖｒｅｆ１）の電圧レベルが検出電圧（Ｖｄ）の電圧レベルより大きければローレベ
ルの信号をスイッチング部８３０に出力し、第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）の電圧レベルが
検出電圧（Ｖｄ）の電圧レベルより小さければハイレベルの信号をスイッチング部８３０
に出力する。又は、比較器８２０は、第２動作モードで第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）と検
出電圧（Ｖｄ）を比較し、その比較結果をスイッチング部８３０に供給する。第２動作モ
ードで第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）の電圧レベルが検出電圧（Ｖｄ）の電圧レベルより大
きければローレベルの信号をスイッチング部８３０に出力し、第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２
）の電圧レベルが検出電圧の電圧レベルより小さければハイレベルの信号をスイッチング
部８３０に出力する。
【００５３】
　スイッチング部８３０はＳＲフリップフロップ８４０とアンド演算子８５０を含む。Ｓ
Ｒフリップフロップ８４０のリセット端子（Ｒ）には比較器８２０の出力が入力され、セ
ット端子（Ｓ）には所定の周波数を有するクロック信号（ＣＬＫ）が入力される。ＳＲフ
リップフロップ８４０の出力端子（Ｑ）と光データ信号（ＬＤＡＴ）はアンド演算子８５
０に入力される。アンド演算子８５０の出力はスイッチング素子（ＳＷ）に供給される。
ここでスイッチング素子（ＳＷ）はＭＯＳＦＥＴであり得る。
【００５４】
　スイッチング部８３０の動作を説明すれば、比較器８２０の出力がハイレベルの信号で
あれば、即ち、リセット端子（Ｒ）にハイレベルの信号が入力されれば、ＳＲフリップフ
ロップ８４０は出力端子（Ｑ）にローレベルの信号を出力する。この時スイッチング素子
（ＳＷ）はターンオフされる。又は、比較器８２０の出力がローレベルの信号であり、即
ち、リセット端子（Ｒ）にローレベルの信号が入力され、セット端子（Ｓ）にハイレベル
のクロック信号が入力されれば、レベルＳＲフリップフロップ８４０は出力端子（Ｑ）に
ハイレベルの信号を出力する。このような場合、アンド演算子８５０の出力は光データ信
号（ＬＤＡＴ）に依存する。光データ信号（ＬＤＡＴ）がハイレベルであればスイッチン
グ素子（ＳＷ）はターンオンされる。
【００５５】
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　即ち、スイッチング部８３０は、光データ信号（ＬＤＡＴ）がハイレベルである時、検
出電圧（Ｖｄ）の電圧レベルが第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）レベル又は第２基準電圧（Ｖ
ｒｅｆ２）レベルより小さければ発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流を増加させ、検出電圧
（Ｖｄ）の電圧レベルが第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）レベル又は第２基準電圧（Ｖｒｅｆ
２）レベルより大きければ発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流を減少させる。従って、発光
素子（ＬＥＤ）に流れる電流は所定のピーク値を有することとなる。ここで第１基準電圧
（Ｖｒｅｆ１）レベルが第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）レベルより大きいため、発光素子（
ＬＥＤ）に流れる電流のピーク値は第２動作モードよりは第１動作モードで、より大きい
。
【００５６】
　整理して説明すれば、第２動作モードで電圧供給部９００が第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２
）を供給すれば、発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流のピーク値は図５に示したようにＩｐ
ｅａｋ＿２となり、第１動作モードで電圧供給部９００が第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）を
供給すれば、発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流のピーク値は図７に示したようにＩｐｅａ
ｋ＿１となる。この時、Ｉｐｅａｋ＿１はＩｐｅａｋ＿２より大きい。
【００５７】
　図１１を参照して本発明の他の実施形態による液晶表示装置及びその駆動方法を説明す
る。図１１は、本発明の他の実施形態による液晶表示装置及びその駆動方法を説明するた
めの回路図である。図１０に示した構成要素と同一な機能をする構成要素に対しては同一
な図面符号を使用し、説明の便宜上該当する構成要素に対する詳細な説明は省略する。
【００５８】
　図１１を参照すれば、本実施形態による液晶表示装置のバックライトドライバ８０１＿
１は第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）又は第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）を電源電圧として供給
する。本実施形態による液晶表示装置のバックライトドライバ８０１＿１はＳＲフリップ
フロップ８４０とアンド演算子８５０及び比較器８２０を含まずに構成できる。光データ
信号（ＬＤＡＴ）はスイッチング素子（ＳＷ）に入力される。
【００５９】
　動作を説明すれば、第２動作モードで、スイッチング素子（ＳＷ）がターンオンされれ
ば発光素子（ＬＥＤ）は第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）を電源電圧とする入力を受けて光を
発する。ここで発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流のピーク値は第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２
）に依存する。第１動作モードで、スイッチング素子（ＳＷ）がターンオンされれば発光
素子（ＬＥＤ）は第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）を電源電圧とする入力を受けて光を発する
。ここで発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流のピーク値は第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）に依
存する。第１基準電圧（Ｖｒｅｆ１）の電圧レベルが第２基準電圧（Ｖｒｅｆ２）の電圧
レベルより高いため、発光素子（ＬＥＤ）に流れる電流のピーク値は第２動作モードより
は第１動作モードで、より大きい。
【００６０】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置及びその駆動方法を説明するためのブロ
ック図である。
【図２】一画素の等価回路図である。
【図３】図１の発光ブロックの配列形態と発光ブロック及びバックライトドライバの連結
関係を説明するためのブロック図である。
【図４】第２動作モードで多数の発光ブロックの動作を説明するための概念図である。
【図５】第２動作モードで各発光ブロックの動作を説明するためのタイミング図である。
【図６】第１動作モードで多数の発光ブロックの動作を説明するための概念図である。
【図７】第１動作モードで各発光ブロックの動作を説明するためのタイミング図である。
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【図８】図１の電圧供給部を説明するための回路図である。
【図９】図８の可変抵抗部を説明するための回路図である。
【図１０】図１のバックライトドライバを説明するための回路図である。
【図１１】本発明の他の実施形態による液晶表示装置及びその駆動方法を説明するための
回路図である。
【符号の説明】
【００６２】
　１０　　液晶表示装置
　１００　　第１表示板
　１５０　　液晶
　２００　　第２表示板
　３００　　液晶パネル
　４００　　ゲートドライバ
　５００　　データドライバ
　６００＿１　　第１タイミングコントローラ
　６００＿２　　第２タイミングコントローラ
　７００　　タイミングコントローラ
　８００＿１～８００＿ｍ　　バックライトドライバ
　８１０　　電流検出部
　８２０　　比較器
　８３０　　スイッチング部
　８４０　　ＳＲフリップフロップ
　８５０　　アンド演算子
　９００　　電圧供給部
　９１０　　可変抵抗部
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